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(57)【要約】
【課題】ダブルリップ構造の密封装置において、構成部
品に傾斜嵌合が発生するのを防止し、異物除去リップに
偏摩耗が発生するのを抑制し、主リップへの異物噛み込
みの問題が発生するのを抑制する。
【解決手段】密封流体をシールする主リップと、主リッ
プの密封流体側に配置されて密封流体中に含まれる異物
が主リップに到達しにくくする異物除去リップとを有す
る密封装置において、金属環と金属環に被着されたゴム
状弾性体とを有し、後者のゴム状弾性体によって主リッ
プおよび異物除去リップが一体成形されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　密封流体をシールする主リップと、前記主リップの密封流体側に配置されて前記密封流
体中に含まれる異物が前記主リップに到達しにくくする異物除去リップとを有する密封装
置において、
　金属環と前記金属環に被着されたゴム状弾性体とを有し、前記ゴム状弾性体によって前
記主リップおよび異物除去リップが一体成形されていることを特徴とする密封装置。
【請求項２】
　請求項１記載の密封装置において、
　前記金属環は、ハウジングに嵌合される外周筒部と、前記外周筒部の軸方向一方の端部
から径方向内方へ向けて設けられた環状の平面部と、前記平面部の内周端部から軸方向他
方へ向けて設けられた内周筒部と、前記内周筒部の軸方向他方の端部から径方向内方へ向
けて設けられたフランジ部とを一体に有し、
　前記ゴム状弾性体は、前記外周筒部の外周面に被着された外周ゴム部と、前記平面部の
軸方向一方の端面に被着された平面ゴム部と、前記内周筒部の内周面に被着された内周ゴ
ム部と、前記フランジ部の軸方向一方の端面に被着された端面ゴム部とを一体に有し、
　前記端面ゴム部の内周側に前記主リップが一体成形されるとともに前記平面ゴム部の内
周側に前記異物除去リップが一体成形されていることを特徴とする密封装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載の密封装置において、
　前記異物除去リップは、その内径寸法が前記主リップの内径寸法よりも大きく設定され
て、前記主リップが摺動自在に密接する軸部の外径寸法よりも大きな外径寸法を備える大
径軸部の外周面に対して摺動自在に密接することを特徴とする密封装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、密封装置に係り、更に詳しくは、シールリップを２つ備えるダブルリップ構
造であって、主リップの密封流体側に異物除去リップを有する構造の密封装置に関するも
のである。本発明の密封装置は例えば、減速機主力軸におけるグリースシールとして用い
られる。
【背景技術】
【０００２】
　従来から図２に示すように、グリース等の密封流体をシールする主リップ５２を有し、
この主リップ５２の密封流体側Ａに、密封流体中に含まれる異物が主リップ５２へ到達し
にくくするための異物除去リップ５４を設けたダブルリップ構造の密封装置が知られてい
る（特許文献１参照）。
【０００３】
　しかしながら、この従来の密封装置では、主リップ５２を設けた第一構成部品（主シー
ル部材）５１と、異物除去リップ５４を設けた第二構成部品（補助シール部材）５３とが
別体で構成されたうえで互いに組み立てられる構造（組立て型）とされているために、以
下の不都合がある。
【０００４】
　すなわち、上記両構成部品５１，５３は本来、互いに同芯上に組み立てられるべきとこ
ろ、互いに中心軸線が傾斜して組み立てられることがあり（傾斜嵌合の発生）、この場合
、異物除去リップ５４に偏摩耗が発生して異物除去効果が低下し、主リップ５２への異物
噛み込みの問題が発生している。また、第二構成部品５３の浮き上がりによる密封性低下
の可能性が懸念される。尚、対策に当って実機の大幅な構造変更やスペース拡大はできな
い。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１８２９５６号公報（図４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は以上の点に鑑みて、ダブルリップ構造の密封装置において、構成部品に傾斜嵌
合が発生するのを防止し、異物除去リップに偏摩耗が発生するのを抑制し、主リップへの
異物噛み込みの問題が発生するのを抑制することができる密封装置を提供することを目的
とする。また、構成部品に浮き上がりが発生するのを防止することができる密封装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の請求項１による密封装置は、密封流体をシールする
主リップと、前記主リップの密封流体側に配置されて前記密封流体中に含まれる異物が前
記主リップに到達しにくくする異物除去リップとを有する密封装置において、金属環と前
記金属環に被着されたゴム状弾性体とを有し、前記ゴム状弾性体によって前記主リップお
よび異物除去リップが一体成形されていることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の請求項２による密封装置は、上記した請求項１記載の密封装置において
、前記金属環は、ハウジングに嵌合される外周筒部と、前記外周筒部の軸方向一方の端部
から径方向内方へ向けて設けられた環状の平面部と、前記平面部の内周端部から軸方向他
方へ向けて設けられた内周筒部と、前記内周筒部の軸方向他方の端部から径方向内方へ向
けて設けられたフランジ部とを一体に有し、前記ゴム状弾性体は、前記外周筒部の外周面
に被着された外周ゴム部と、前記平面部の軸方向一方の端面に被着された平面ゴム部と、
前記内周筒部の内周面に被着された内周ゴム部と、前記フランジ部の軸方向一方の端面に
被着された端面ゴム部とを一体に有し、前記端面ゴム部の内周側に前記主リップが一体成
形されるとともに前記平面ゴム部の内周側に前記異物除去リップが一体成形されているこ
とを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の請求項３による密封装置は、上記した請求項１または２記載の密封装置
において、前記異物除去リップは、その内径寸法が前記主リップの内径寸法よりも大きく
設定されて、前記主リップが摺動自在に密接する軸部の外径寸法よりも大きな外径寸法を
備える大径軸部の外周面に対して摺動自在に密接することを特徴とする。
【００１０】
　上記従来の技術において傾斜嵌合や浮き上がりが発生していたのは、ダブルリップ構造
の密封装置を複数の構成部品によって構成して組み立てていたからであり、これに対して
構成部品を１つにすれば組立工程が省略されることから、これら傾斜嵌合や浮き上がりの
発生を未然に防止することが可能となる。このような観点から本発明では、金属環に被着
されたゴム状弾性体によって主リップおよび異物除去リップを一体成形し、構成部品を１
つのみとすることにした。
【００１１】
　また、本発明の密封装置の好適な例として、金属環は、ハウジングに嵌合される外周筒
部と、この外周筒部の軸方向一方の端部から径方向内方へ向けて設けられた環状の平面部
と、平面部の内周端部から軸方向他方へ向けて設けられた内周筒部と、内周筒部の軸方向
他方の端部から径方向内方へ向けて設けられたフランジ部とを一体に有する。ゴム状弾性
体は、金属環の外周筒部の外周面に被着された外周ゴム部と、平面部の軸方向一方の端面
に被着された平面ゴム部と、内周筒部の内周面に被着された内周ゴム部と、フランジ部の
軸方向一方の端面に被着された端面ゴム部とを一体に有する。そして、端面ゴム部の内周
側に主リップが一体成形されるとともに平面ゴム部の内周側に異物除去リップが一体成形
されており、両リップは一体であっても軸方向に適度に離間配置されている。
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【００１２】
　また、異物除去リップの内径寸法を主リップの内径寸法より大きく設定して、主リップ
が摺動自在に密接する軸部の外径寸法より大きな外径寸法の大径軸部の外周面に対して異
物除去リップを摺動自在に密接させると、両リップは径方向についても適度に離間配置さ
れることになる。
【００１３】
　また、本発明（請求項３）において、異物除去リップの内径寸法を主リップの内径寸法
より大きく設定する理由は、異物除去リップのリップ長さをできるだけ短くして、シール
組み付け時や油圧作用時のリップメクレ等を防止するためである。すなわち本発明の異物
除去リップでは、従来例のような補強環がないため、主リップと同径になるまで異物除去
リップを長くすると、リップが容易に変形し易くなる。このため、組み付け時や油圧作用
時にリップメクレ等が生じ易くなるので、リップ長をなるべく短くして剛性を上げるため
に、異物除去リップは主リップと径違いとするのが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、以下の効果を奏する。
【００１５】
　すなわち、本発明の密封装置によれば、金属環に被着されたゴム状弾性体によって主リ
ップおよび異物除去リップが一体成形されているために、複数の構成部品を組み立てると
云う組立工程自体を省略することが可能とされている。したがって、ここに傾斜嵌合が発
生する余地はなく、これにより異物除去リップに偏摩耗が発生するのを抑制し、主リップ
への異物噛み込みの問題が発生するのを抑制し、安定した密封性を確保することができる
。また構成部品に浮き上がりが発生するのを防止することができるために、この点からし
ても、安定した密封性を確保することができる。両リップが軸方向、径方向に離間配置さ
れる場合には、互いの干渉を防止することができる。また請求項３の構成によれば、異物
除去リップのリップ長が短く剛性が高められるために、シール組み付け時や油圧作用時に
異物除去リップにリップメクレ等が発生するのを有効に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例に係る密封装置の要部断面図
【図２】従来例に係る密封装置の要部断面図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　尚、本発明には、以下の実施形態が含まれる。
（１）本発明は密封装置に係り、密封装置には減速機用シールが含まれる。
（２）減速機用シールは、減速機の内部グリースを密封するとともに内部異物を除去する
ことを目的とするものである。
（３）従来の組立て型では、シール組立て時の傾斜嵌合により異物除去リップに偏摩耗が
生じて異物除去効果が低下し、主リップへの異物噛み込みの問題が発生している。また、
補助シール浮き上がりによる密封性低下の可能性が懸念される。尚、対策に当っての実機
の大幅な構造変更やスペース拡大はできない。
（４）従来は、主シールに異物除去シールを組み立てる形状であるが、本発明は、密封対
象側内周ゴム部の円周上に異物除去リップを設け、主リップ一体型とする形状である。ま
た異物除去リップ内径は主リップ内径より大きい形状とし、主リップ部軸径より大きい軸
径の軸に対し円筒当てとする形状である。
（５）上記構成によれば、リップ一体構造により主シールへの補助シール嵌合時に生じる
傾斜嵌合の問題を解決できるため、安定した密封性を発揮することができる。更に一体構
造により補助シールを取り除くことができるため、補助シールの浮き上がりがなく安定し
た密封性を確保することができる。
【実施例】
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【００１８】
　つぎに本発明の実施例を図面にしたがって説明する。
【００１９】
　図１は、本発明の実施例に係る密封装置（オイルシール）１の要部断面を示している。
当該実施例に係る密封装置１は、減速機の主力軸におけるグリースシール（減速機用シー
ル）として用いられるものであって、グリース等の密封流体をシールする主リップ４を有
し、この主リップ４の密封流体側Ａに、密封流体中に含まれる異物が主リップ４へ到達し
にくくするための異物除去リップ（副リップ）５が設けられている。また当該密封装置１
は、密封流体をシールする主リップ４と、この主リップ４の密封流体側Ａに配置されて密
封流体中に含まれる異物が主リップ４に到達しにくくする異物除去リップ５とを有するも
のであって、更に金属環２とこの金属環２に被着されたゴム状弾性体３とを有し、後者の
ゴム状弾性体３によって主リップ４および異物除去リップ５が一体成形されている。
【００２０】
　以下、その詳細を説明する。
【００２１】
　先ず、金属環２は、ハウジング１１の軸孔内周面１１ａに嵌合される外周筒部２ａを有
し、この外周筒部２ａの軸方向一方（図では上方）の端部から径方向内方へ向けて環状の
平面部２ｂが一体成形され、平面部２ｂの内周端部から軸方向他方（図では下方）へ向け
て内周筒部２ｃが一体成形され、内周筒部２ｃの軸方向他方の端部から径方向内方へ向け
てフランジ部２ｄが一体成形されている。
【００２２】
　ゴム状弾性体３は、金属環２の外周筒部２ａの外周面に被着された外周ゴム部３ａと、
平面部２ｂの軸方向一方の端面に被着された平面ゴム部３ｂと、内周筒部２ｃの内周面に
被着された内周ゴム部３ｃと、フランジ部２ｄの軸方向一方の端面に被着された端面ゴム
部３ｄとを一体に有し、端面ゴム部３ｄの内周側に主リップ４が一体成形されるとともに
、平面ゴム部３ｂの内周側に異物除去リップ５が一体成形されている。
【００２３】
　外周ゴム部３ａは、ハウジング１１の軸孔内周面１１ａに密接し、金属環２およびハウ
ジング１１間をシールする。平面ゴム部３ｂはハウジング１１の段差部端面１１ｂに密接
し、金属環２およびハウジング１１間をシールする。
【００２４】
　主リップ４は、グリース等の密封流体をシールすべくそのリップ端４ａを密封流体側Ａ
へ向けており、回転軸２１の外周面に摺動自在に密接する。主リップ４には締めしろ調整
用のガータースプリング６が嵌着されている。符号７は、大気側Ｂを向いたダストリップ
（第三リップ）である。異物除去リップ５は、密封流体中に含まれる異物が主リップ４に
到達しにくくすべくそのリップ端５ａを主リップ４と同じく密封流体側Ａへ向けており、
回転軸２１の外周面に摺動自在に密接する。したがって主リップ４および異物除去リップ
５は双方とも軸の周面に密接するラジアルリップであり、ラジアルリップには、軸方向端
面に密接するサイドリップと比較して密封性が優れると云う特徴がある。
【００２５】
　尚、異物除去リップ５は、その内径寸法を主リップ４の内径寸法よりも少々大きく設定
されており、主リップ４が摺動自在に密接する軸部（小径軸部）２１ａの外径寸法よりも
大きな外径寸法を備える大径軸部２１ｂの外周面に対して摺動自在に密接する。
【００２６】
　上記構成の密封装置１は、図示したように金属環２の平面部２ｂおよびこれに被着され
たゴム状弾性体３の平面ゴム部３ｂをハウジング１１の段差部端面１１ｂに突き当てた状
態でハウジング１１の軸孔内周面１１ａに嵌合され、主リップ４が軸部２１ａの外周面に
密接することによりグリース等の密封流体をシールするとともに、異物除去リップ５が大
径軸部２１ｂの外周面に密接することにより密封流体中に含まれる異物が主リップ４へ到
達するのを抑制する。
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【００２７】
　そして、金属環２に被着されたゴム状弾性体３によって主リップ４および異物除去リッ
プ５が一体成形されているために、複数の構成部品を組み立てると云う組立工程自体が省
略されており、よって傾斜嵌合が発生することがない。したがって、この傾斜嵌合を原因
として異物除去リップ５に偏摩耗が発生するのを抑制し、主リップ４への異物噛み込みの
問題が発生するのを抑制することができ、これにより、安定した密封性を確保することが
できる。また同じく構成部品に浮き上がりが発生することがないために、この点からして
も、安定した密封性を確保することができる。
【００２８】
　また、互いに一体成形された主リップ４および異物除去リップ５の位置関係について、
主リップ４は端面ゴム部３ｄの内周側に配置され、異物除去リップ５は平面ゴム部３ｂの
内周側に配置されている。そして端面ゴム部３ｄおよび平面ゴム部３ｂはほぼ内周筒部２
ｃの長さ分、軸方向に離間しているので、両リップ４，５もその取付部においてほぼ内周
筒部２ｃの長さ分、軸方向に離間している。また、異物除去リップ５はその内径寸法を主
リップ４の内径寸法より少々大きく設定されて大径軸部２１ｂの外周面に対して摺動自在
に密接し、これに対し主リップ４は軸部２１ａの外周面に対して摺動自在に密接する。そ
して軸部２１ａおよび大径軸部２１ｂは所定の径寸法差を有しているので、両リップ４，
５もその摺動部において軸部２１ａおよび大径軸部２１ｂの径寸法差分、径方向に離間し
ている。したがってこれらのことから、両リップ４，５が軸方向および径方向に離間配置
されているために、両リップ４，５が密封作動時に互いに干渉するのを防止することがで
きる。比較例として、２つのリップが重ね合わされ、第一のリップが第二のリップを回転
軸へ押し付ける構造であると、第二のリップが摺動摩耗するのに伴って第一のリップの軸
に対する接触面圧が変化する。すなわち一方のリップの状態変化が他方のリップに影響を
与えるわけで、両リップの密封性がほぼ同時的に低下することがある。これに対し上記実
施例によれば、２つのリップ４，５が離間配置されて別個独立して密封作動するため、一
方のリップの状態変化が他方のリップに影響を与えると云うことがない。
【００２９】
　また、上記構成の密封装置１では、異物除去リップ５の内径寸法が主リップ４の内径寸
法より大きく設定されているため、同径に設定される場合と比較して、異物除去リップ５
のリップ長が短く剛性が高められている。したがってシール組み付け時や油圧作用時に異
物除去リップ５にリップメクレ等が発生するのを有効に防止することができる。
【符号の説明】
【００３０】
　１　密封装置
　２　金属環
　２ａ　外周筒部
　２ｂ　平面部
　２ｃ　内周筒部
　２ｄ　フランジ部
　３　ゴム状弾性体
　３ａ　外周ゴム部
　３ｂ　平面ゴム部
　３ｃ　内周ゴム部
　３ｄ　端面ゴム部
　４　主リップ
　４ａ，５ａ　リップ端
　５　異物除去リップ
　６　ガータースプリング
　７　ダストリップ
　１１　ハウジング
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　１１ａ　軸孔内周面
　１１ｂ　段差部端面
　２１　回転軸
　２１ａ　軸部
　２１ｂ　大径軸部
　Ａ　密封流体側
　Ｂ　大気側

【図１】 【図２】
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